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平成23年度天竜川水系持社沢砂防堰堤橋梁下部工事

平成２２年１０月より工事を開始し、本年３月に完成す
ることができました。約１年半にのぼる工事期間中は国道
１５２号線沿線で工事車両の運行などでご迷惑をおかけし
ましたが皆様のご協力のおかげで無事故・無災害で終了す
ることができ深く感謝申しあげます。

又、今回の工事で重要文化財である上蔵堰堤の補修工事
を施工することができ、先人の方々のご苦労のほんの一部
を体験することができました。

今後も公共事業を通じて地域の皆様に安心安全を届けら
れるよう努力してまいります。
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伊那谷遺産プロジェクト公式サイト http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/think/heritage/

平成２５年４月発行
国土交通省中部地方整備局
天竜川上流河川事務所
小渋川砂防出張所
小渋川支部安全協議会

今回のくろゆり通信では、３月に完成を迎えた大鹿村内の４つの工事と、

伊那谷遺産などを紹介致します。

平成24年度天竜川水系持社沢砂防堰堤橋梁上部工事

昨年１２月より橋梁の桁を工場作製し、今年の２月から現
場での作業が始まった工事も本年3月に完成する事が出来ま
した。

近隣の方々には、短期ではありましたが工事に対する御理
解と御協力のおかげをもちまして無事故、無災害で竣工を迎
えることが出来ました。

又、工事期間中は降雪量も多く、更に土砂崩れにより現場
までの道の迂回路などありましたが、地元の業者の方々の早
い対応のおかげで工期内に納める事が出来ました。重ねて感
謝申し上げます。

最後になりますが、今後も努力と工夫
を重ね公共事業を通じて、地域皆様へよ
り良い安全な環境づくりをお届け出来る
様、努力してまいります。

平成24年度 天竜川水系入谷地すべり対策工事

昨年10月から大鹿村入谷地区において地すべり対策工事を進めてまい
りました。

今年の冬は雪が多く、現場の管理や周辺道路の除雪・砂捲き等に苦労し

ましたが、地元の皆様をはじめとする関係各位のご理解とご協力をいただ

き、今年3月に無事故・無災害で工事を完成することが出来ました。あり

がとうございました。
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平成24年度天竜川水系栂村沢砂防堰堤工事用道路工事

栂村沢砂防堰堤の損傷した部分を修復するための工事用道路を作る工事
が、去年の10月に着工して今年の3月で完成しました。工事期間中は、生
コン車、ダンプカーなど大きな車の通行を頻繁にさせていただき地域の
方々には大変ご迷惑をお掛けしました。地元の皆様、関係者の方々の協力
により工事が無事故で完了したことを心より感謝しております。ありがと
うございました。

紹介コーナー(第１回)

人と暮らしの伊那谷遺産
プロジェクト

小渋川に築かれた堤高23ｍのコンクリート
造堰堤で、天竜川流域では唯一のアーチ
式砂防ダム。昭和29年に完成。平成21年に
は国有形文化財に登録されている。

新任係長の挨拶

この度、小渋川砂防出張所の技術係長に着任すること
になりました橋本と申します。
出身は岐阜県岐阜市ですが、以前に飯田市にあります

飯田国道事務所で勤務していたことがあり、再びこの地
方で勤務できることを嬉しく思っております。
新米の係長ですので仕事については日々勉強中ですが、

少しでも地域のお役に立てるよう、皆様のお力をお借り
しながら頑張って参る所存です。
ご指導、ご鞭撻の程よろしくお願い

申し上げます。
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▽詳しい情報はコチラから御覧になれます。


